
恒常的訓練施設の早期選定等について（要請） 

 

 在日米軍再編協議において、平成１８（2006）年５月に合意されたロードマップ

では、空母艦載機の恒常的訓練施設を平成２１（2009）年７月又はその後のできる

だけ早い時期に選定することが目標とされていますが、これについては、これまで

何ら具体的な情報提供がされていません。 

 ロードマップにおいては、恒常的訓練施設の整備が空母艦載機移駐の前提条件と

はされていないものの、厚木基地を抱える地元自治体としては、訓練施設選定の遅

れが移駐自体のスケジュールに影響を及ぼすことを懸念しています。 

 また、移駐実現後も、恒常的訓練施設が整備されるまでは、空母艦載機の夜間離

着陸訓練（ＮＬＰ）は引き続き硫黄島で実施するとされていることから、天候等の

理由によっては、厚木基地を含む本土でＮＬＰが実施されることなども考えられ、

移駐後の厚木基地への空母艦載機飛来についても懸念するところです。 

 こうしたことから、神奈川県及び厚木基地関係各市は、恒常的訓練施設の選定に

ついて、重大な関心を持っており、早期の選定を求めるとともに、その見通しにつ

いて、速やかに情報を提供するよう要請します。 
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